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１．教育の実践と教員の成長保証を併行的に実現する学校
教育システムの検討―PDCAシステムを中核とした循
環型学校モデルの構築
　千葉県館山市立北条小学校は、第二次世界大戦後の教育
改革を契機に、コアカリキュラムの研究で全国的に名声を
博した学校である。その後もこの学校はイノベイティブな
教育革新を続け、北条プラン、オープンスペース、統合学
習、カリキュラム管理室などの教育改革に関わるキーコン
セプトを俎上にのせ、時機を得た教育改革を実行に移して
きた。北条小学校の特異さは、この学校が一公立小学校で
あるばかりでなく、先に述べた一つ一つの教育改革の思潮
を飲み込み、実現してきたという現実である。これらの改
革を現実のものとするためには、絶えざる機構改革が必要
であるし、学校自体が変容し続けなければならなかった。現
時点の姿はそれらの改革をこなしつつ、変容してきた学校
システムの現状の姿である。野嶋はこの学校と連携をとり
はじめてから足かけ40年を経ようとしている。この連携の
終章をとりまとめる作業をこの研究の目的とする。最初に
なすべきことは、北条小学校の現状の教育システムを表現
することである。図１は現在の北条小学校が発揮している
教育的機能とそれを可能にしているシステムの概念図であ
る。この学校の生産性の高さは、討議内容の多くがPDCA
サイクルを通過し、学年会の討議を経ることである。PDCA
サイクルの観点から北条小学校の学校教育システムの統一
的表現を試みた。我々はこのシステムを循環型教育システ
ムと呼んでいる。
２．学校内における教員を育てるシステムの検討―「学年
会」の討議内容からの検証―
　図１から明らかなように、北条小学校の生産性は、様々
な目的を抱えていても、１つの１つの目的毎にPDCAサイ
クルの営みが内包されていることに起因する。中でも特に
注目すべきことは、プラン検証、統合学習、授業計画等の
一連の討議は、学年毎に毎週一回開かれる「学年会」の中
で議論が交わされ、それらの全体が究極の教師を育てる環
境として機能することである。これらを明らかにするため
には、年間を通して開かれる学年会の討議内容を吟味する
ことが必要である。なぜなら１つ１つの事項は、その時々
の時間的経過の中で必然性があって議論されることである
からである。例えばプランに関わる討議は、必然的に新し
いプランが公表されたときに多く実行される事柄となる。
一つの試みとして、昨夏９月１ヶ月間の学年会の内容は各
学年毎に全て収録され、文字化され、分析に供されている。
現在も鋭意分析中である。中でも特に重要分析視点は、教
員を育てることに通じる視点である。「学年会」の質はそれ
をリードする学年主任の資質によることが多いが、この水
準のレベルアップは対応可能性を実証できる。
３．「統合学習」の理念を実現するためのhidden curriculum 
に位置づく「実行委員」制度の検討
　実行委員制度は、小学校１年生から６年生までの全生徒
が各学年毎に、統合学習を念頭に置き、様々な授業や行事
に関わる役割を分担し、その分担を実行する制度である。当
該の研究機関においては、各学年における実行委員制度を
統括する担当教員へのインタビューを行い、学年毎に微妙
に異なる実行委員制度の実行に伴う困難点と対策を細部に
わたり聴取した。これらの指導は、授業時間を用いないで
特別に用意された午前・午後１回ずつの30分にわたるフ
リータイムの時間を用いてなされる。この分野の成果を確
認するためには、究極、リーダー及びフォロワーとしての
資質がどのように定着しているのかを確認する必要がある。
４．effective schoolの観点からの循環型学校モデルの提
案
　「効果のある学校」研究では、アチーブメントテストによ
る学業達成度を高めている学校がうまく機能している学校
だと想定されている。「学校の有効性」を判断する基準は、
一般的には学校アウトプットである学業達成度である。
　しかし、学校という組織はもっと複雑な存在である。そ
もそも学校のアウトプットは測定の容易な学力のみに絞ら
れるのでなく、基本的生活習慣、社会的協調性、能動性、道
徳性、思考力など人間形成全般にわたっている。また、学
校が組織としてうまく機能しているかどうかは、教員の有
能さ、地域対学校の協調関係、および地域住民や保護者と
の関係作りなどに及んでいる。
　更に追求するならば、上に述べたような人間形成全般に
かかわる教育目標の実現には、生徒の能動性や社会的協調
性を高めるために、北条小学校を例にとれば、「生活の中で
実現される学力観」が必要であり、そのためには「統合学
習」というコンセプトが必要となり、これを実行するため
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には「実行委員制度」が必要となり、更にこれを実行する
ためには小学校１年生から小学校６年生までの息の長い教
育活動が必要となる。北条小学校では、正規のカリキュラ
ム以外のhidden curriculum としてこれが存在するわけ
である。effective school の組織の全容を明らかにするに
は、このような連鎖関係の解明を根気強く行っていかなけ
ればならない。
　一方で、このような組織を維持する教員の資質を高める
要素として、北条小学校においては「学年会」とよばれる
組織が週１回年間を通じて実行されており、このシステム
は図１において表現されている。
　このように、１．～３．の一連の研究から見えてきてい
る姿は、1970～1990年代に盛んに討議されたeffective 
school（効果のある学校）モデルと類似しているように見
える。より現実的でシステム論的な新しい型で提言される
effective schoolモデルは、これに現在別の研究プロジェ
クトで検討されているSNSを利用した新しい授業研究モ
デルを付加することによって、より包括的な、かつ教育工
学的なeffective schoolモデルを提言することになる。
図１　北条小学校の循環型学校教育システム
